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マス ジン ド と 合同 礼拝 





ムスリム の 皆様 。 わ た し た ちの 教え は 、 愛 情 、 


惹 し み 、 相 互 援助 、 団 結 を 保 の て いく こと を 目的 
と し て 、 多 く の 施 設 を 造っ て きま し た 。 そ の 中 で 
トッ プ に くる も の が 、 わ た し た ちの 精神 世界 に 平 
安 を も た ら す 礼拝 場 で す 。 わた し た ちの 預言 者 
( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 、 聖 乱 の 際 、 ま だ マデ ィ 
ー ナ に いた る 前 に は クー バ ・ 礼 拝 場 を 、 マ ディ ー 
ナ 到 着 後 は 預言 者 礼拝 場 を 、 目 ら 働 か れ 、 人 々 を 
励ま され な が ら 建 設 さ れ 
まし た 。 こ の こと は 、 私 
た ちの 教え が 礼拝 場 や 共 
同体 に 重き を 置い て いる 
こと を 示し て いま す 。 礼 
拝 場 を 建設 する 事 に 関し 
CE クレ グン PS 
「 アッラー の マス ジ ド は 
ひたすら これ ら の 者 ( 信 
者 ) に よっ て 管理 され る 
べき で ある 。 ( す な わ 
ち ) アッ ラー と 終末 の 日 を 信じ 、 礼 拝 の 務め を 守 
り 、 定 め の 喜 捨 を な し 、 ア ッ ラ ー 以 外 の 何 も の を 
も 吉 れ な い 者 だ け で ある 。 これ ら の 者 は 、 正 し く 
導 か れる 者 と な る で あろ う 。」 ( 悔 司 章 第 1 8 
PV 
平安 あれ ) ( 「 誰 で あれ 、 僅 大 な る アッ ラー の 
ご 満悦 を ia に 礼拝 場 を 建て る な ら 、 ア デッラ 
ー も 彼 に 天国 で あず まや を 準備 され る で あろ 
う 。」 と お っ し ゃ られ て お られ ます 。 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 預 言 者 ムハンマド 
( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は ムスリム た ち に 、 常 に 共 
同体 で や る よう 薦め られ 、 ま た 正当 な 理由 も な く 
共に 礼拝 に 来 な い 人 た ち を 非難 され ま し た 。 合同 
で 行わ れる 礼拝 が 、 一 人 で 行う 礼拝 より も 徳 が 多 
ek また 礼拝 を 行う 為 に 礼拝 場 に 向かう 人 の 
一 歩 が 、 罪 か ら の 清め と な り 、 ま た 随 位 を あ 
Sm 
歴史 を 通し 、 こ の よう な 信念 の も と 、 礼 拝 場 
が 建設 され 、 合 同 礼拝 に 重き が 置か れ て きた の で 
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す 。 礼拝 場 に 来る 人 た ちら は 、 そ こ で お 互い に 知り 
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す 。 合 同 礼拝 の 為 の 集団 は 、 礼 拝 場 の 装飾 で す 。 
礼拝 場 は アッ ラー の 観点 か ら 最 も 好ま し いも の で 
す 。 「 本 当 に マス ジ ド は ( 凡 て ) アッ ラー の 有 で 
ある 。 そ れ で アッ ラー と 同位 に 配 し て 他 の 者 に 祈 
っ て は な ら な い 。」 (アル ・ ジ ン 章 第 1 8 節 ) と 
いう 章 旬 は 、 礼 拝 場 が 、 ア デッラ ー と 、 そ し て アッ 
ラー へ の 式 拝 行為 に 固有 の も の で ある こと を 明 ら 
か に し て いま す 。 礼拝 場 で 共に 礼拝 する 為 に 集 ま 
る こと は 、 僅 大 な 創造 主 の 
客 と な る こと で す 。 こ の 聖 
な る 場 の 、 物 質 的 、 精 神 的 
な 開発 、 復 活 は 、 合 同 礼拝 
の 会 慰 に よっ て 実現 する の 
3 

親愛 な る ムスリム の 皆 
様 。 礼拝 場 は 、 そ の 地域 の 
社会 的 奉仕 、 結 び つ き に お 
いて 、 常 に 灯り が と も り 、 
周囲 を 時 ら す 灯 火 の よ う で 
合い 、 愛 情 や 敬意 の 結び つき が 生ま れ ま す 。 病人 
を 訪問 し 、 困 っ て いる 人 た ち を 助け 、 兄 第 愛 を 抱 
き あ い 、 平 等 で や る と いう 思い を 新た に する の で 
す 。 礼拝 場 は 、 人 々 が お 互い に 愛情 を 抱く 上 で 媒 
介 と な る の で す 。 だ か ら 、 礼 拝 場 は 私 た ちの 共 
通 の 心臓 で あり 、 礼 拝 場 に 命 が あ る な ら 、 私 た ち 
に ゃ も 命 が あ る の だ 、 と いう こと を 認識 し まし ょ 2 う 。 
うん ざり し 、 苦 し め ら れ 、 希 望 を 失っ た 私 た ちの 
心 が 、 礼 拝 場 の 精神 的 雰囲気 に よっ て 力 づ けら れ 、 
活力 を 得る の だ と いう こと を 忘れ な いよ うに し ま 
し ょ う 。 現世 の 、 人 を 惑わ し 、 き り の な い 、 限 り 
の な い 欲 望 に 対し 、 礼 拝 場 で 得 た 精神 に よっ て ブ 
レー キ を か ける こと が 出来 る の だ と いう こと を 知 
っ て お きま し ょ う 。 これら の 人 為 に も 、 礼 拝 場 の 物 
質 的 、 精 神 的 な 開発 、 改 良 に 努め まし ょ 2 う 。 
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